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道　標

▼
司
祭
評
議
会

会
長
郡
山
健
次
郎
、
副
会

長
小
川
靖
忠
、
事
務
局
長
寝

占
敦
之
、
評
議
員
盛
　
克
志
、

石
田
　
望
（
以
上
、
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
会
）、
永
山
幸
弘
、
牧

山
田
一
、
泉
　
浩
二
（
以
上
、

司
教
任
命
）、
サ
ン
タ
マ
リ
ア

（
ザ
ベ
リ
オ
会
）、
松
永
正
男

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
）

▼
教
区
顧
問
団

盛
　
克
志
、
泉
　
浩
二
、
小

川
靖
忠
、
竹
山
　
昭
、
小
隈
憲

士
、（
書
記
寝
占
敦
之
）

▼
「
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿

児
島
司
教
区
」
責
任
役
員
会

代
表
役
員
教
区
長
、
責
任

役
員
田
原
　
章
、
竹
山
　
昭
、

小
隈
憲
士
、
小
川
靖
忠
　
（
書

記
寝
占
敦
之
）

▼
経
済
問
題
評
議
会

会
長
教
区
長
、
副
会
長
総

代
理
、
評
議
員
小
隈
憲
士
、

盛
　
克
志（
以
上
、教
区
顧
問
）、

永
山
幸
弘
（
奄
美
地
区
長
）、

寝
占
敦
之
（
教
区
会
計
）、
丸

野
六
雄
（
教
区
司
祭
）、
信
徒

委
員
（
二
人
）

▼
教
区
本
部

会
計
部
寝
占
敦
之
（
部
長
）

広
報
部
泉
　
浩
二
（
部
長
）

▼
諸
委
員
会

⑴
教
区
典
礼
委
員
会

泉
　
浩
二
、
福
崎
英
雄
、
桃

に
つ
い
て
は
、
支
出
で
大
き
な

割
合
を
占
め
る
人
件
費
に
つ
い

て
、「
七
十
五
歳
以
上
の
司
祭

の
給
料
制
見
直
し
」
や
人
事
異

動
に
伴
い
新
し
く
幼
稚
園
勤
務

と
な
る
司
祭
に
つ
い
て
の
報
告

が
会
計
担
当
か
ら
行
わ
れ
た
。

ま
た
神
学
生
養
成
費
に
つ
い

て
も
、
現
在
六
人
の
神
学
生
が

い
る
こ
と
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

薗
淳
一
郎
、
信
徒
委
員
（
二
人
）

⑵
終
身
助
祭
委
員
会

竹
山
　
昭
、
泉
　
浩
二

▼
諸
担
当

①
青
少
年
司
牧（
泉
　
浩
二
、

石
田
　
望
）
②
カ
リ
タ
ス
・
ジ

ャ
パ
ン
（
川
口
　
茂
）
③
エ
キ

ュ
メ
ニ
ズ
ム
（
桃
薗
淳
一
郎
）

④
正
義
と
平
和
協
議
会
（
寝
占

敦
之
）
⑤
滞
日
外
国
人
（
ベ
ル

ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、
サ
ン
ト
ス
、

大
松
正
弘
）
⑥
教
誨
師
（
坂
本

進
）
⑦
教
区
召
命
（
泉
　
浩
二
、

Ｐ
・
ア
ン
、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー

ノ
、
寝
占
敦
之
）
⑧
宣
教
奉
仕

者
養
成
（
永
山
幸
弘
）
⑨
宣
教

学
校
（
久
保
俊
弘
、
寝
占
敦
之
）

⑩
諸
宗
教
懇
話
会（
寝
占
敦
之
、

小
隈
憲
士
）
⑪
愛
の
泉
（
久
保

俊
弘
）
⑫
教
区
巡
礼
委
員
会

（
寝
占
敦
之
）
⑬
難
民
移
動
移

住
者
（
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー

ノ
）
⑭
ベ
ト
ナ
ム
人
司
牧
召
命

担
当
（
Ｇ
・
テ
ィ
エ
ン
）
⑮
東

日
本
大
震
災
担
当（
寝
占
敦
之
、

川
口
　
茂
）
⑯
ザ
ビ
エ
ル
祭

（
Ｐ
・
ア
ン
）
⑰
カ
ト
リ
ッ
ク

唐
湊
墓
地
（
寝
占
敦
之
）

い
ず
れ
も
四
月
一
日
付
け
。

大
神
学
院
へ
の
入
学
が
決
ま
っ

た
新
し
い
神
学
生
が
誕
生
し
た

こ
と
、
ま
た
韓
国
か
ら
の
神
学

生
候
補
二
人
が
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
神
学
生
養
成
費
へ
の

益
々
の
協
力
を
信
徒
に
求
め
る

必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
他
検
討
さ
れ
た
予
算
は

次
の
通
り
。

①
教
育
養
成
費
＝
中
高
生
の

巡
礼
や
Ａ
Ｙ
Ｄ
を
含
む
青
年
た

ち
の
活
動
、
子
ど
も
の
聖
書
学

校
な
ど
を
教
区
が
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
位
置
づ
け
、
そ
の
増

額
を
検
討
し
た
。

②
行
事
費
＝
ザ
ビ
エ
ル
祭
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

加
え
、
既
存
の
「
福
者
レ
オ
殉

教
祭
」
の
ポ
ス
タ
ー
も
増
刷
し

他
教
区
に
も
送
る
こ
と
。
ま
た

今
年
の
冬
に
計
画
さ
れ
て
い
る

ザ
ビ
エ
ル
遺
体
公
開
に
合
わ
せ

た
巡
礼
の
支
援
に
充
て
る
た
め

の
増
額
が
検
討
さ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
教
区
会
計

の
課
題
及
び
何
を
教
区
会
計
で

優
先
的
に
取
り
扱
う
か
」
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
な
要
望
が
出

さ
れ
た
。

⑴
安
定
し
た
教
区
会
計
を
目
指

し
て
欲
し
い
。

⑵
維
持
費
の
増
額
を
度
々
訴
え

て
欲
し
い
。

⑶
教
育
養
成
費
を
惜
し
ま
な
い

で
欲
し
い
。

⑷
今
年
が
シ
ド
ッ
チ
没
後
三
百

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
シ

ド
ッ
チ
記
念
聖
堂
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
屋
久
島
教
会

の
維
持
と
管
理
に
力
を
注
い

で
欲
し
い
。

⑸
ま
た
屋
久
島
教
会
の
存
在
を

知
ら
せ
る
広
報
に
も
力
を
入

れ
て
欲
し
い
。

（
報
告
・
寝
占
敦
之
）

教
区
司
祭
の
人
事
異
動
に
伴
い
司
祭
・
助
祭
た
ち
の
役

職
・
担
当
を
整
理
し
た
教
区
本
部
で
は
、
今
年
度
の
主
な
担

当
を
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。（
敬
称
略
）

広
報
部
長
に
泉
浩
二
神
父

新
年
度
を
新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト

三
月
五
日
（
水
）
教
区
本
部

で
教
区
顧
問
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
現
在
、
教
区
顧
問
会
は
郡

山
健
次
郎
司
教
、
盛
　
克
志
神

父
、
泉
　
浩
二
神
父
、
小
川
靖

忠
神
父
、
竹
山
昭
神
父
、
小
隈

憲
士
神
父
、
そ
れ
に
書
記
の
寝

占
敦
之
神
父
を
加
え
た
七
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は

七
人
全
員
参
加
で
議
事
が
進
行

さ
れ
た
。

議
題
の
一
は
現
在
、
教
区
本

部
で
預
か
っ
て
い
る
韓
国
人
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
さ
ん
（
本
名
パ

ク
・
ジ
ン
ヤ
ン
四
十
三
歳
）、

ヨ
ハ
ネ
さ
ん
（
本
名
イ
・
ジ
ン

ウ
三
十
五
歳
）
を
今
後
、
鹿

児
島
教
区
の
神
学
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ

た
。話
し
合
い
の
要
点
は
五
つ
。

①
韓
国
人
神
学
生
は
現
在
二
人

い
る
が
、
こ
れ
以
上
増
や
し
て

い
い
の
か
。
②
日
本
人
と
は
違

う
熱
心
さ
を
持
っ
て
い
る
彼
ら

の
力
を
鹿
児
島
教
区
に
ど
の
よ

う
に
し
て
取
り
入
れ
る
か
。
③

生
活
環
境
の
違
い
を
考
慮
し
て

い
る
の
か
。
④
日
本
人
神
学
生

の
ケ
ア
は
十
分
な
の
か
。
⑤
神

学
生
の
信
者
へ
の
紹
介
が
不
十

分
で
は
な
い
か
。

一
時
間
を
超
え
る
話
し
合
い

の
結
果
、
今
後
二
人
の
神
学
生

候
補
を
多
く
の
司
祭
、
信
徒
に

紹
介
す
る
機
会
を
設
け
、
彼
ら

の
人
と
な
り
を
見
極
め
た
上
で

再
度
、
顧
問
会
で
決
断
す
る
。

議
題
の
二
は「
太
陽
光
発
電
」

に
つ
い
て
で
、
教
区
会
計
と
小

教
区
会
計
が
逼
迫
す
る
中
、
そ

の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
幾
つ

か
の
教
会
に
「
太
陽
光
発
電
」

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
ら
ど

う
か
が
審
議
さ
れ
た
。
審
議
の

結
果
、
国
か
ら
の
買
電
価
格
が

保
証
さ
れ
る
今
年
度
中
に
エ
ン

ト
リ
ー
だ
け
で
も
行
う
こ
と
と

し
、
今
後
、
宗
教
法
人
責
任
者

役
員
会
、
経
済
問
題
評
議
会
等

で
十
分
に
審
議
し
判
断
す
る
こ

と
と
し
た
。

「
教
区
財
政
正
常
化
献
金
廃

止
」
を
宣
言
し
た
臨
時
経
済
問

題
評
議
会
（
一
月
二
十
六
日
開

催
）
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
の

二
十
代
の
頃
、
少
し
高
い
山

に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
頃
か
ら
「
信
仰
の
旅
は
登

山
に
似
て
い
る
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登

る
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
必
ず
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
を
定
め
、
失
敗
し
て
も
、
い
つ

で
も
そ
こ
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
ま
す
。
信
仰
の
旅

も
そ
れ
に
似
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
今
ま
で
多
く
の
み
言
葉
と
出
合

っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
に
な
り
う
る
「
み
言
葉
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て

み
た
い
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
マ
タ
イ
九
章

の
「
野
の
花
を
見
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉

の
よ
う
で
す
。
苦
し
い
時
、
無
気
力
の
時

こ
の
言
葉
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ど
う
か
自
分
の
信
仰
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
に
な
り
う
る
み
言
葉
を
一
つ
お
決
め

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
こ
の
言
葉
に
生
か

さ
れ
希
望
を
回
復
し
信
仰
の
旅
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
定
め
る
と
遥
か
彼

方
に
見
え
る
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
は
時
々

見
え
隠
れ
し
ま
す
が
、
そ
こ
を
目
指
し
て

歩
み
を
進
め
ま
す
。
そ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の

頂
上
は
神
と
の
完
全
な
る
出
会
い
の
場
、

「
神
の
国
」
と
言
え
る
場
所
で
す
。
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
た
私
た
ち
は
ル
ー
ト

を
定
め
、
次
の
キ
ャ
ン
プ
地
を
目
指
し
ま

す
。皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
最
後
に
お
決
め
に

な
る
み
言
葉
は
最
後
の
キ
ャ
ン
プ
を
彩
る

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
多
分
そ
れ
は
自

分
に
と
っ
て
実
行
不
可
能
と
思
わ
れ
る
み

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
忌
み
嫌
い
避
け

て
い
た
み
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
の
み
言
葉
こ
そ
が
最
後
の
み
言
葉
だ

と
思
え
る
の
で
す
。
そ
の
み
言
葉
は
ま
だ

ま
だ
遠
く
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
私
た
ち
は
い
ず
れ
、
そ
の
み
言
葉
と

向
か
い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
最
後
の
み
言
葉
、

言
い
方
を
変
え
る
と
道
標
に
な

る
み
言
葉
は
、
ル
カ
九
章
の

「
私
に
つ
い
て
来
た
い
者
は
、
自
分
を
捨
て

…
」
と
い
う
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
い
つ
か
真
剣
に
見
詰
め
、
神

の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
み
言
葉
を

真
に
生
き
た
い
と
願
っ
た
時
、
夢
に
見
た

エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
に
至
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
教
区
本
部
・
寝
占
敦
之
）

信
仰
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

新風

▼
内
野
洋
平
神
父
（
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
会
・
東
長
崎
主
任
）

は
大
笠
利
主
任

▼
久
保
芳
一
神
父
（
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
会
・
大
笠
利
主
任
）

は
、
古
田
町
助
任

▼
Ｊ
・
レ
ヒ
ナ
神
父
（
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
会
・
母
間
修
道

院
）
は
、
谷
山
修
道
院

▼
Ｈ
・
ハ
ヌ
ス
神
父
（
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
会
・
和
泊
主
任
司

祭
）
は
母
間
修
道
院
・
協
力

▼
大
松
正
弘
神
父
（
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
会
・
母
間
主
任
）
は

現
職
の
ま
ま
和
泊
主
任
を
兼

務

支
出
や
神
学
生
養
成
費
、
教
区

会
計
の
優
先
課
題
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
っ
た
。

二
〇
一
四
年
度
の
主
な
支
出

神
学
生
養
成
費
等
へ
の
協
力
を
要
請

二
〇
一
四
年
度
予
算
編
成
で
教
区
会
計
担
当

韓
国
人
神
学
生
の
受
入
な
ど
を
審
議

三
月
開
催
の
教
区
顧
問
会

司
祭
の
消
息
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実
は
、
共
観
福
音

書
（
マ
タ
イ
、
マ
ル

コ
、
ル
カ
）
と
ヨ
ハ

ネ
福
音
書
で
は
最
後
の
晩
餐
が

行
わ
れ
た
日
に
一
日
の
ズ
レ
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
こ
と

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

共
観
福
音
書
で
は
除
酵
祭
の

第
一
日
が
最
後
の
晩
餐
な
の
で

す
が
（
マ
タ
イ
26
・
17
、
マ
ル

コ
14
・
12
、
ル
カ
22
・
7
）、

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
過
越
祭
の

当
日
が
最
後
の
晩
餐
と
な
っ
て

い
ま
す
（
ヨ
ハ
ネ
13
・
1
）。

ま
た
、
イ
エ
ス
様
の
十
字
架
刑

は
共
観
福
音
書
で
は
除
酵
祭
の

第
一
日
目
で
あ
り
（
マ
タ
イ

27
・
1
、
マ
ル
コ
15
・
1
、
ル

カ
22
・
66
）、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

で
は
過
越
祭
当
日
の
午
後
と
な

っ
て
い
ま
す
（
ヨ
ハ
ネ
18
・

28
）。
こ
れ
ら
に
対
し
て
金
曜

日
に
イ
エ
ス
様
の
十
字
架
刑
が

執
行
さ
れ
た
こ
と
と
日
曜
日
に

復
活
さ
れ
た
こ
と
は
全
福
音
書

で
共
通
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

過
越
祭
が
ニ
サ
ン
の
月
の
十
四

日
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
日
付
が

変
わ
る
時
で
す
。
現
代
は
夜
中

の
十
二
時
で
曜
日
が
変
わ
り
ま

す
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
考
え
方
で
は

日
没
（
夕
方
十
八
時
）
か
ら
次

の
日
の
日
没
（
夕
方
十
八
時
）

ま
で
を
一
日
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
日
没
に
よ
っ
て
曜
日
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
下
の
表
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

次
に
、
こ
の
一
日
の
ズ
レ
に

込
め
ら
れ
た
福
音
記
者
の
意
図

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
共
観

福
音
書
で
は
、
最
後
の
晩
餐
こ

そ
が
本
当
の
過
越
の
食
事
、
即

ち
、
神
と
の
新
し
い
契
約
の
締

結
の
と
き
、
と
い
う
こ
と
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
過

越
祭
の
時
に
屠
ら
れ
る
小
羊
と

し
て
私
た
ち
の
贖
い
の
た
め
に

イ
エ
ス
様
が
十
字
架
に
つ
け
ら

れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
の
で
す
。
聖
書
を
注
意

深
く
読
む
と
、
福
音
書
間
で
記

述
の
矛
盾
点
や
出
来
事
の
順
番

が
違
う
こ
と
な
ど
を
少
な
か
ら

ず
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
聖
書
を
読
む
楽
し

み
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

エ
ル
教
会
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た

別
れ
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
主
日
の
ミ
サ
を
司

式
し
た
同
教
会
助
任
司
祭
の
ア

ン
ト
ニ
オ
鄭
法
鐘
神
父
は
四
月

一
日
付
け
で
種
子
島
教
会
主
任

司
祭
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

日
が
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
の
最
後

の
ミ
サ
だ
っ
た
。

鹿
児
島
教
区
に
は
二
十
一
の

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
が
あ
り
ま

す
。
三
月
の
半
ば
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
園
で
二
〇
一
三
年
度
の

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
鹿
児
島
市
の
聖
母

幼
稚
園
で
は
三
十
四
人
の
子
ど

も
た
ち
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

卒
園
の
大
き
な
喜
び
と
少
し

の
寂
し
さ
…
。
小
学
校
入
学
の

大
き
な
喜
び
と
少
し
の
不
安

…
。
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ

り
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
卒
園

証
書
授
与
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き

な
声
で
「
は
い
」
の
返
事
と

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

の
声
。
今
思
う
と
幼
稚
園
で
の

手
を
合
わ
せ
て
の
祈
り
、歌
…
。

見
え
な
い
け
ど
い
つ
も
一
緒
に

い
て
く
だ
さ
る
神
さ
ま
の
こ

と
。
い
つ
も
見
守
っ
て
い
る
大

好
き
な
マ
リ
ア
さ
ま
の
こ
と
。

そ
れ
ら
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に

体
験
を
通
し
て
残
り
、
そ
れ
を

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
ま

さ
に
一
人
ひ
と
り
の
福
音
宣
教

（
種
ま
き
）
へ
の
派
遣
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
一
緒

に
い
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
。

そ
の
方
に
信
頼
し
な
が
ら
の
毎

日
。い
つ
か
そ
の
こ
と
を
感
じ
、

思
い
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　

（
鹿
児
島
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
協
会
会
長
　
泉
浩
二
）

春
は
出
会
い
と
分
か
れ
の
と

き
。
三
月
十
六
日
（
日
）
ザ
ビ

教
区
内
各
地
で
卒
園
式
（
＝
派
遣
式
？
）

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

▼
マ
リ
ア
さ
ん

テ
ィ
エ
ン
神
父
（
小
宿
教
会

主
任
司
祭
）
の
母
堂
マ
リ
ア
・

ニ
エ
ン
・
サ
イ
・
ル
ー
さ
ん
が

一
月
三
十
一
日
（
金
）
フ
ァ
ン

テ
ィ
エ
ト
教
区
に
あ
る
自
宅
で

亡
く
な
っ
た
。
七
十
五
歳
だ
っ

た
。
マ
リ
ア
さ
ん
の
葬
儀
は
、

ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
フ
ァ
ン
テ
ィ

エ
ト
教
区
の
教
会
で
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

▼
栃
尾
麗
子
さ
ん

栃
尾
泰
英
神
父
（
大
熊
教
会

主
任
）
の
母
堂
・
麗
子
さ
ん

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
こ
と
ば

聖
書
の
に
お
け
る
日
付
の
矛
盾

（
三
重
県
熊
野
市
金
山
町
）
が

三
月
二
日
午
前
七
時
に
慢
性
心

不
全
の
た
め
逝
去
し
た
。
九
十

二
歳
だ
っ
た
。
麗
子
さ
ん
の
葬

儀
は
三
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
三
重
南

紀
葬
祭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
仏

式
で
執
り
行
わ
れ
た
。

訃

報

奄
美
市
の
眼
科
医
・
郡
山
昌

太
郎
さ
ん
（
七
十
六
歳
）
が
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
こ
と
で
「
第
四
十
二
回

医
療
功
労
賞
」
の
中
央
表
彰
を

受
け
た
。

郡
山
昌
太
郎
さ
ん
（
聖
心
教

会
）
は
鹿
児
島
教
区
長
の
令
兄

で
広
島
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
一
九
七
六
年
か
ら
奄
美
群

島
唯
一
の
眼
科
医
と
し
て
県
立

大
島
病
院
に
勤
務
し
、
一
九
八

〇
年
に
名
瀬
に
郡
山
眼
科
を
開

業
、
和
光
園
で
の
出
張
診
療
な

ど
を
続
け
て
来
た
と
い
う
。

医
療
功
労
賞
中
央
表
彰

聖
心
教
会
所
属

郡
山
昌
太
郎
医
師

鴨
池
教
会
で
働
き
四
月
か
ら

鹿
屋
教
会
主
任
の
辞
令
を
受
け

た
ド
ミ
ン
ゴ
宋
診
旭
神
父
同

様
、
司
祭
叙
階
か
ら
一
年
で
の

主
任
司
祭
と
い
う
人
事
、
し
か

も
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
一
人
で

の
活
動
、
や
る
気
と
不
安
の
入

り
交
じ
る
出
発
に
違
い
な
い
。

ミ
サ
の
説
教
で
、
別
れ
の
言

葉
を
述
べ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
神
父

は
、
集
ま
っ
た
二
百
五
十
人
余

の
信
者
に
こ
れ
ま
で
の
礼
を
述

べ
た
ほ
か
、
今
後
大
切
に
し
て

欲
し
い
こ
と
と
し
て
次
の
二
つ

を
送
っ
た
。

「
主
日
だ
け
で
な
く
、
週
日

の
ミ
サ
も
大
切
に
し
て
、
時
に

は
参
列
し
て
欲
し
い
」

「
信
仰
を
強
め
る
た
め
に
祈

り
が
大
切
。
も
っ
と
祈
る
教
会

に
な
っ
て
欲
し
い
」

司
祭
へ
の
道
を
求
め
て
鹿
児

島
の
門
を
叩
い
て
誕
生
し
た
韓

国
人
司
祭
が
残
し
た
置
き
土
産

は
熱
い
言
葉
だ
っ
た
。

「
週
日
の
ミ
サ
と
祈
り
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

新
任
地
へ
向
か
う
ア
ン
ト
ニ
オ
神
父

奄
美
に
移
り
住
ん
で
僅
か
一

年
、
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
た

諏
訪
勝
郎
さ
ん
が
四
月
か
ら
教

区
大
神
学
生
と
し
て
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
に
進
学
し
、
司

祭
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ

た
。
諏
訪
さ
ん
は
愛
知
県
出
身

で
大
阪
芸
術
大
学
を
卒
業
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
留
学
経
験
が
あ
る
ほ

か
、
長
年
、
社
会
で
働
い
た
経

歴
を
持
つ
。
四
十
七
歳
。

諏
訪
勝
郎

こ
の
た
び
の
召
命
、
我
が
事

な
が
ら
い
ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
神
さ
ま
の
ご
計
画
が
い
か

に
人
間
に
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
か
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
入
学
の
日
が
目
前
に
迫

る
中
、
お
そ
れ
ば
か
り
が
募
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
…
。
ま
ず
合
格
す
る
気
遣

い
は
な
い
と
踏
ん
で
の
受
験
で

し
た
か
ら
。
奄
美
に
来
て
一
年

に
も
な
ら
な
い
者
が
、
奄
美
か

ら
の
、
鹿
児
島
教
区
の
神
学
生

に
な
る
こ
と
な
ど
、
本
人
を
は

じ
め
い
っ
た
い
誰
が
考
え
る
で

し
ょ
う
か
。
真
実
、
神
さ
ま
の

な
さ
る
こ
と
は
計
り
知
れ
な
い

と
思
う
の
で
す
。

決
し
て
長
く
は
な
い
奄
美
で

の
日
々
は
僕
に
と
っ
て
恵
み
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
、
名

瀬
聖
心
教
会
で
ご
ミ
サ
に
あ
ず

か
る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
毎
朝

の
ミ
サ
後
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

は
憩
い
一
刻
。
参
加
さ
せ
て
頂

い
た
様
々
な
行
事
は
喜
び
で
し

た
。
聖
心
教
会
で
、
そ
の
他
の

奄
美
大
島
の
教
会
で
、
そ
う
そ

う
徳
之
島
で
も
ミ
サ
に
あ
ず
か

り
ま
し
た
が
、
快
く
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
奄
美
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

奄
美
で
学
ば
せ
て
頂
い
た
の

は
「
ゆ
る
し
」。「
主
の
祈
り
」

の「
わ
れ
ら
が
ゆ
る
す
ご
と
く
、

わ
れ
ら
の
罪
を
ゆ
る
し
た
ま

え
」。
戦
前
か
ら
戦
後
の
カ
ト

リ
ッ
ク
迫
害
の
中
、
信
仰
を
守

り
続
け
た
奄
美
の
人
々
の
、

「
主
の
祈
り
」
の
「
ゆ
る
し
」

に
生
き
て
来
ら
れ
た
姿
に
、
キ

リ
ス
ト
教
の
神
髄
を
見
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

「
怒
り
の
広
島
、
祈
り
の
長

崎
」
を
敷
衍
し
、「
ゆ
る
し
の

奄
美
」
と
拙
稿
に
書
か
せ
て
頂

い
た
の
も
、
奄
美
の
人
々
の
信

仰
に
触
れ
、心
打
た
れ
た
か
ら
。

こ
こ
に
真
実
の
キ
リ
ス
ト
者
た

ち
が
い
る
と
感
じ
た
か
ら
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

奄
美
か
ら
の
、
鹿
児
島
教
区

の
神
学
生
と
し
て
の
召
命
を
、

奄
美
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に

連
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
大
い
な
る
お
そ
れ
と
共

に
喜
び
と
し
て
、
ま
た
何
よ
り

の
恵
み
と
し
て
受
け
と
め
た

い
、
抱
き
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
、
奄
美
か

ら
の
鹿
児
島
教
区
の
神
学
生
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
歩

む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
謹
ん

で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

諏
訪
勝
郎
さ
ん
大
神
へ

三
月
十
九
日
（
水
）、
カ
タ

リ
ナ
川
畑
久
子
さ
ん
は
鹿
児
島

市
内
の
病
院
で
人
生
を
神
さ
ま

の
み
手
に
委
ね
ま
し
た
。

彼
女
は
一
九
三
五
年
大
島
郡

徳
之
島
町
に
生
ま
れ
、
人
間
の

生
き
方
を
求
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
門
を
叩
き
、
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
会
の
故
ミ
タ
マ
ヤ
神
父

に
出
会
い
、
一
九
五
八
年
に
ミ

タ
マ
ヤ
神
父
か
ら
岡
前
教
会
で

洗
礼
の
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
健
康
に
は
恵
ま
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
祈
り
の
人

と
し
て
自
分
自
身
の
信
仰
を
大

切
に
し
一
九
九
〇
年
代
に
は
、

徳
之
島
の
教
会
で
カ
テ
キ
ス
タ

と
し
て
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の

神
父
た
ち
と
一
緒
に
、
多
く
の

人
々
を
信
仰
の
道
に
導
く
た
め

に
、
徳
之
島
教
会
の
た
め
に
奉

仕
し
ま
し
た
。

（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修

道
女
会
・
澤
ヤ
エ
子
）

祈
り
の
人

川
畑
久
子
さ
ん
を
偲
ぶ
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乳
児
院
や
養
護
施
設
、
知

的
障
害
児
施
設
な
ど
福
祉
施

設
の
設
立
に
尽
力
し
「
奄
美

福
祉
の
父
」
と
称
さ
れ
た
コ

ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
の
Ｌ
・
ゼ

ロ
ー
ム
神
父
（
二
〇
〇
三
年

三
月
帰
天
）
の
胸
像
が
信
徒

た
ち
の
働
き
で
古
田
町
教
会

敷
地
内
に
建
立
さ
れ
、
そ
の

除
幕
式
が
三
月
二
日
（
日
）
に

あ
っ
た
。

神
父
没
後
十
年
を
機
に

「
ゼ
ロ
ー
ム
神
父
の
胸
像
建
立

を
」
と
動
き
出
し
た
の
は
、
奄

美
の
信
徒
た
ち
。
栗
栖
二
郎

さ
ん
を
委
員
長
に
「
ゼ
ロ
ー

ム
神
父
胸
像
建
立
実
行
委
員

会
」
を
設
置
し
、
奄
美
の
各
教

会
に
寄
付
を
申
し
入
れ
て
実

現
さ
せ
た
。

郡
山
司
教
に
よ
っ
て
祝
別

さ
れ
た
ゼ
ロ
ー
ム
神
父
の
胸

像
は
プ
ロ
ン
ズ
製
で
高
さ
は

台
座
を
含
め
約
二
㍍
、
ま
た

神
父
の
功
績
を
記
し
た
石
碑

は
、
幅
・
高
さ
と
も
に
一
㍍
あ

ま
り
の
り
っ
ぱ
な
も
の
。

除
幕
式
で
挨
拶
し
た
郡
山
司

教
は
「
ゼ
ロ
ー
ム
神
父
は
偉
大

な
宣
教
師
だ
っ
た
。
私
に
と
っ

て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
」
を
そ

の
在
り
し
日
の
姿
を
偲
ん
だ
。

除
幕
式
後
は
、
記
念
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、
多
く
の
信
徒
が
ゼ

ロ
ー
ム
神
父
の
残
し
て
く
れ
た

遺
産
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と

を
誓
い
合
っ
た
。

と
の
か
か
わ
り
。
そ
ん
な
反
省

に
立
っ
た
有
志
た
ち
が
実
行
に

移
し
た
の
が
、
毎
週
土
曜
日
の

夜
に
実
施
す
る
「
夜
回
り
会
」

と
な
っ
た
。

午
後
七
時
に
ザ
ビ
エ
ル
公
園

で
行
わ
れ
る
「
炊
き
出
し
」
は
、

年
五
十
二
回
、
こ
れ
ま
で
に
五

百
回
を
超
え
る
。
一
回
の
炊
き

出
し
に
集
ま
っ
て
く
る
人
た
ち

は
二
十
人
あ
ま
り
、
中
に
は
常

連
五
〜
六
人
と
新
人
二
〜
四
人

の
姿
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
な

か
な
か
苦
し
い
生
活
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
で
い
る
現
状
が
理
解

で
き
る
。

夜
回
り
会
の
活
動
は
炊
き
出

し
だ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
五

年
夏
に
は
教
会
横
に
シ
ャ
ワ
ー

室
を
設
置
さ
せ
、
毎
週
火
曜
日

に
路
上
生
活
者
た
ち
に
利
用
し

て
も
ら
う
活
動
も
開
始
し
た
。

シ
ャ
ワ
ー
利
用
に
教
会
を
訪
れ

る
人
の
数
は
一
回
平
均
八
人

余
、
身
な
り
か
ら
銭
湯
に
も
入

れ
て
も
ら
え
な
い
、
就
職
の
た

め
の
面
接
に
も
行
け
な
い
と
い

う
人
た
ち
の
ま
さ
に
救
い
と
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ザ
ビ
エ
ル

教
会
夜
回
り
会
の
活
動
も
十
年

を
過
ぎ
、
会
の
活
動
に
賛
同
す

る
協
力
者
た
ち
か
ら
米
や
野
菜

の
寄
付
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
会
の
訴
え
に
行

政
も
動
き
彼
ら
の
健
康
を
気
遣

っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を
手
配
し

て
く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

土
曜
日
の
夕
方
に
な
る
と
ザ

ビ
ル
教
会
集
会
室
か
ら
は
、
夜

回
り
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
用

意
す
る
食
事
の
匂
い
と
メ
ン
バ

ー
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
溢

れ
て
く
る
。
あ
る
日
も
「
一
人

1
日
（
火
）
学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学
園
及
び
学
校
法
人
カ
ト
リ
ッ

ク
大
隅
学
園
辞
令
交
付
式
・
教
区
本
部

2
日
（
水
）
中
野
裕
明
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
七
八
年
）

5
日
（
土
）
宣
教
学
校
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

6
日
（
日
）
四
旬
節
第
五
主
日

7
日
（
月
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

8
日
（
火
）
定
例
司
祭
集
会
・
教
区
本
部
・
10
時

13
日
（
日
）
受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

▼
世
界
青
年
の
日

▼
久
保
芳
一
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
七
五
年
）

15
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

17
日
（
木
）
聖
木
曜
日
（
主
の
晩
さ
ん
）

18
日
（
金
）
聖
金
曜
日
（
主
の
受
難
　
大
斎
・
小
斎
）

▼
聖
地
の
た
め
の
献
金

▼
松
森
孝
郎
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
七
一
年
）

19
日
（
土
）
聖
土
曜
日
（
復
活
徹
夜
祭
）

20
日
（
日
）
復
活
の
主
日

21
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

22
日
（
火
）
ア
ン
神
父
叙
階
記
念
日
（
二
〇
〇
六
年
）

25
日
（
金
）
マ
イ
エ
ル
神
父
命
日
（
一
九
七
八
年
）

27
日
（
日
）
復
活
節
第
二
主
日
（
神
の
い
つ
く
し
み
の
主
日
）

28
日
（
月
）
ア
ッ
シ
ャ
ー
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
八
年
）

▼
ハ
ン
マ
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
三
年
）

29
日
（
火
）
奄
美
例
会

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
「
聖
な
る
三
日
間
」（
復
活
祭
20
日
）
を
前
に
困
難
に

直
面
し
て
い
る
人
々
が
希
望
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
に
（
9
日
〜
17
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
世
界
共
通

・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
正
義

宣
　
　
　
教

・
病
者
の
希
望

日
本
の
教
会

・
新
生
活
の
希
望

会

と

催

し

（
４
月
）

お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
く
て
！

ザ
ビ
エ
ル
教
会
夜
回
り
会
が
活
動
開
始
か
ら
十
年

ロ
ザ
リ
オ
の
栄
の
神
秘
の
二
連
目
は
主
の
昇

天
。
祈
願
文
は
「
私
た
ち
が
復
活
の
証
人
と
し
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
聖
母
の
取
り
次
ぎ
に

よ
っ
て
願
い
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う

し
た
ら
復
活
の
証
人
に
な
れ
る
の
か
。
現
代
の
私

た
ち
に
と
っ
て
、
弟
子
た
ち
の
よ
う
な
復
活
の
証

言
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
復
活

の
主
を
信
じ
る
者
ら
し
い
生
き
方
な
ら
で
き
る
。

復
活
を
信
じ
る
な
ら
希
望
を
失
う
こ
と
は
な

い
。
周
り
の
状
況
が
ど
ん
な
に
悲
観
的
で
あ
っ
て

も
光
を
信
じ
て
祈
る
こ
と
な
ら
で
き
る
。そ
し
て
、

誰
か
の
せ
い
に
す
る
こ
と
な
く
、
見
通
し
が
立
つ

ま
で
祈
り
な
が
ら
待
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
復
活

を
信
じ
て
い
る
者
ら
し
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
身

近
な
人
々
と
心
を
一
つ
に
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ

と
も
復
活
の
証
人
ら
し
い
。「
私
は
世
の
終
わ
り

ま
で
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
」（
マ
タ

イ
28
・
20
）
と
約
束
さ
れ
た
の
は
復
活
の
主
だ
か

ら
で
あ
る
。

大
震
災
四
年
目
の
三
月
十
一
日
、
被
災
地
の
大

槌
を
訪
ね
た
。
津
波
に
流
さ
れ
た
住
宅
地
に
は
工

事
用
の
新
し
い
道
路
が
敷
か
れ
、
土
地
の
か
さ
上

げ
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
隣
に
は
、
津

波
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
役
場
の

建
物
が
無
残
な
姿
の
ま
ま
残
さ

れ
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

静
か
に
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
と

て
も
印
象
に
残
っ
た
。
一
方
、
仮
設
住
宅
の
一
角

で
は
、ご
婦
人
た
ち
が
小
物
工
房
を
立
ち
上
げ
て
、

コ
ー
ス
タ
ー
や
帽
子
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
づ
く
り
に
精

出
し
て
い
た
。
注
文
も
多
い
そ
う
で
、
被
災
の
辛

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
嬉
々
と
し
て
働
い
て
い

る
姿
に
ど
こ
か
ホ
ッ
と
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
働
き
は

文
字
通
り
地
域
密
着
。
い
ま
だ
に
被
災
地
を
去
る

こ
と
な
く
、
人
々
の
必
要
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
学
童
保
育
や
保
育
園
、
ど
の
施
設
を
訪
ね

て
も
、
町
の
人
々
は
「
カ
リ
タ
ス
さ
ん
」
と
呼
ん

で
親
し
さ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
深
く
し
て
お
ら
れ

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
お
ろ
か
カ
リ
タ
ス
と
い
う
言

葉
さ
え
人
々
の
口
に
上
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地
で

今
や
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
の
知
名
度
を
得

た
「
カ
リ
タ
ス
さ
ん
」。
未
曾
有
の
悲
劇
が
も
た

ら
し
た
神
秘
と
言
え
る
。

と
も
あ
れ
、
復
興
に
め
ど
が
つ
く
ま
で
一
緒
に

い
た
い
と
い
う
日
本
の
教
会
と
カ
リ
タ
ス
（
愛
）

ジ
ャ
パ
ン
の
姿
勢
こ
そ
復
活
の
証
人
と
言
え
よ

う
。
四
旬
節
も
山
場
を
越
え
た
。
も
う
す
ぐ
主
の

受
難
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
各
自
の
受
難
が
復
活
の

証
人
と
な
る
機
会
と
な
る
よ
う
に
。

司
教
執
務
室
便
り

復
活
の
証
人
に
な
ろ
う

四
個
は
あ
げ
ら
れ
る
」
と
お
に

ぎ
り
を
握
っ
て
い
た
。
生
き
生

き
と
し
た
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
活

力
の
源
は
あ
の
公
園
に
集
ま
っ

て
く
る
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
屈

託
の
な
い
笑
顔
に
違
い
な
い
。

「
福
音
の
光
を
社
会
、
特
に

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
届
け
た

い
」
と
ザ
ビ
エ
ル
教
会
が
路
上

生
活
者
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち

始
め
た
の
が
二
〇
〇

四
年
二
月
の
こ
と
。

当
時
、
鹿
児
島
市
内

で
も
増
加
し
続
け
て

い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
や

路
上
生
活
者
た
ち
が
、

教
会
に
一
日
の
宿
や

食
事
を
求
め
て
来
て

い
た
こ
と
が
、
信
徒

た
ち
に
社
会
と
の
か

か
わ
り
に
目
を
向
け

さ
せ
た
。「
よ
く
学
習

す
る
」
と
評
さ
れ
て

い
た
ザ
ビ
エ
ル
教
会

で
「
足
り
な
い
」
と

さ
れ
た
の
が
、
社
会

ゼ
ロ
ー
ム
神
父
の
胸
像
建
立

神
父
の
功
績
を
伝
え
た
い
と
奄
美
の
信
徒
た
ち

心を込めて食事を準備するメンバーたち
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一
内
村
鑑
三
の
信
仰
―
武
士

道
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
教

内
村
の
信
仰
は
、
武
士
道
と

キ
リ
ス
ト
教
を
繋
げ
る
キ
リ
ス

ト
教
、「
武
士
道
に
接
ぎ
木
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

明
治
期
の
代
表
的
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
者
が
、
明

治
薩
長
政
府
の
主
流
か
ら
外
れ

た
旧
徳
川
の
幕
臣
に
多
い
と
い

う
こ
と
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
展
開
に
、

反
骨
的
性
格
を
持
た
せ
て
い
っ

た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
、
不
思
議
な
神
さ

ま
の
み
わ
ざ
と
言
え
ま
す
ね
。

そ
し
て
、
そ
の
武
士
道
の
精
神

に
は
、
儒
学
（
儒
教
）
の
精
神

が
、
た
く
さ
ん
接
ぎ
木
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
儒
教
的
武
士
道

の
精
神
に
は
、「
至
誠
」
を
重

ん
じ
、「
天
道
、
天
の
法
則
」

に
従
っ
て
い
こ
う
と
す
る
精
神

が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
儒
学
の

中
で
も
陽
明
学
の
中
に
顕
著
に

見
ら
れ
る
の
で
す
（
参
考
資
料

山
路
愛
山
『
現
代
日
本
教
会

論
』、
隅
谷
三
喜
男
『
近
代
日

本
の
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
』、

太
田
愛
人
『
明
治
キ
リ
ス
ト
教

の
流
域
』）。

内
村
は
『
代
表
的
日
本
人
』

と
い
う
著
作
を
英
文
で
書
き
ま

し
た
が
、
こ
の
代
表
的
日
本
人

の
一
人
に
西
郷
隆
盛
を
挙
げ
、

西
郷
が
奉
じ
た
陽
明
学
を
最
も

キ
リ
ス
ト
教
に
近
似
し
て
い
る

も
の
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
「
西
郷
を
キ
リ
ス
ト
者
で
あ

っ
た
」
と
推
測
さ
せ
て
い
る
か

の
よ
う
に
で
す
。「
明
治
維
新

に
お
け
る
西
郷
の
役
割
り
、
そ

の
成
就
は
、
そ
む
く
べ
か
ら
ざ

る
天
の
法
則
が
命
じ
た
方
向

に
、
そ
の
運
動
を
推
し
進
め
て

い
く
精
神
を
西
郷
が
持
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
」
と
、
同
書
の

中
で
述
べ
て
い
ま
す
。内
村
は
、

「
自
然
の
法
則
、
天
然
と
は
、

第
二
の
聖
書
で
あ
る
と
言
っ
て

も
よ
く
、
こ
こ
に
神
意
の
示
現

が
あ
る
」
と
も
述
べ
、
神
道
の

重
要
な
概
念
で
あ
る
「
正
直

（
せ
い
ち
ょ
く
）（
ラ
テ
ン
語
訳

rectitudo

）」
を
キ
リ
ス
ト
教

的
概
念
「
良
心
（conscientia

）

と
比
較
さ
せ
て
も
い
る
の
で

す
。

二
内
村
と
「
不
敬
事
件
」「
非

戦
論
」

ま
た
、
内
村
の
信
仰
観
を
表

す
も
の
に
、
天
皇
の
ご
真
影

（
写
真
）
に
敬
礼
し
な
か
っ
た

た
め
に
一
高
（
現
東
大
教
養
学

部
）
教
授
を
罷
免
さ
れ
た
「
不

敬
事
件
」、
及
び
、
日
露
戦
争

開
戦
を
国
民
が
こ
ぞ
っ
て
賛
成

し
気
運
が
高
揚
し
て
い
た
時
に

日
露
戦
争
に
反
対
し「
非
戦
論
」

を
唱
え
て
、「
万
朝
報
」
新
聞

記
者
を
辞
め
て
い
っ
た
事
件
が

ア
ジ
ア
の
青
年
の
連
帯
と
信

仰
を
深
め
る
「
ア
ジ
ア
ン
・
ユ

ー
ス
・
デ
ー
（
Ａ
Ｙ
Ｄ
）」
が

今
夏
（
八
月
十
日
〜
十
七
日
）、

韓
国
は
テ
ジ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

Ａ
Ｙ
Ｄ
は
ア
ジ
ア
二
十
八
カ

国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
青
年
代

表
約
二
千
人
が
集
い
、
開
催
国

の
文
化
・
社
会
と
教
会
の
取
り

組
み
に
触
れ
な
が
ら
典
礼
、
体

験
学
習
、
文
化
交
流
な
ど
を
図

る
八
日
間
の
集
い
で
、
今
年
で

六
回
目
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ア
ジ
ア
の
若
者
よ
、
目
覚
め

よ
。
殉
教
者
の
栄
光
が
あ
な
た

に
輝
く
」
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を

「
信
仰
の
原
点
を
思
い
出
す
こ

と
」「
信
仰
を
再
発
見
す
る
こ

と
」「
現
代
社
会
の
証
し
人
と

し
て
、
イ
エ
ス
と
共
に
歩
む
こ

と
」
の
三
点
か
ら
深
め
て
行
く

と
い
う
。

参
加
希
望
者
は
、
申
込
書
を

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、

「w
yd@

cbcj.catholic.jp

」
ま

で
送
付
す
る
。
募
集
要
項
は
次

の
通
り
。

国
家
の
利
害
・
国
家
の
差
異
を

超
え
た
普
遍
的
愛
と
奉
仕
と
平

和
の
実
現
の
た
め
に
も
、
力
を

尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
内

村
が
指
し
示
し
た
二
つ
の
Ｊ

は
、
こ
の
意
味
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
立

脚
し
て
、
日
本
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
が

力
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
社
会
は
、も
っ
と
も
っ
と
、

良
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
は
、

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

と
は
言
え
「
不
敬
事
件
」
に

お
い
て
、
内
村
は
人
間
で
あ
る

天
皇
を
神
と
し
て
礼
拝
す
る
こ

と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
て
、

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
を
拒
否

し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ゆ
え
内
村
は
「
私
は
二
つ
の

Ｊ
を
、
愛
し
て
い
る
」
と
語
り

ま
し
た
。「
二
つ
の
Ｊ
」
と
は
、

「Jesus

」
と
「Japan

」
で
す
。
　

私
た
ち
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
神
に
仕
え
る
と
同

時
に
、
自
分
が
属
し
て
い
る
日

本
国
を
愛
し
、
日
本
国
に
仕
え

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
国
を
良
く
し
て
い
く
た
め

に
力
を
尽
く
す
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
自
分
が

属
す
る
国
を
愛
し
、
こ
れ
に
仕

え
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
、
キ

リ
ス
ト
教
精
神
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
（
「
神
の
も
の
は
神
に
、

カ
エ
ザ
ル
（
国
家
）
の
も
の
は

カ
エ
ザ
ル
に
」）。
と
同
時
に
、

日
本
と
か
ア
メ
リ
カ
と
か
い
う

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
㉓

内
村
鑑
三
と
キ
リ
ス
ト
教
（
一
）

溝
辺
教
会
主
任
司
祭

坂

本

　

進

同
行
司
教

郡
山
司
教
他

対
　
象

十
八
歳
〜
三
十
五
歳

（
大
学
生
以
上
）（
多
少
の
英
語

力
が
必
要
）

募
集
人
員
　
百
人

参
加
費
　
お
よ
そ
二
万
二
千
円

※
韓
国
ま
で
の
旅
費
は
自
己
負

担
（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

申
込
締
切
　
四
月
十
五
日（
火
）

問
合
せ
　
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
青
少
年
司
牧
部
門
（
℡
〇

三
―
五
六
三
二
―
四
四
八
〇
）

誰
も
が
、
自
分
の
属
す
る
教
会
に

「
主
任
司
祭
」
が
い
て
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
今
の
教
会

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
見
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
当
た
り
前
」
で

は
な
く
な
る
日
は
そ
う
遠
く
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
若
い
世
代
か
ら
の
司
祭
召
命
は

長
い
こ
と
皆
無
だ
か
ら

で
す
。
併
せ
て
、
召
命

を
財
政
的
に
支
え
る

「
神
学
生
養
成
費
」
は

減
る
一
方
で
す
。
こ
れ
で
は
、「
教
区
」
の
自
立

を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
考
え
て

い
る
と
は
、
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。

今
の
と
こ
ろ
、
教
区
は
外
国
人
の
司
祭
た
ち

の
助
け
を
借
り
て
、
宣
教
司
牧
の
体
制
を
何
と

か
保
っ
て
い
ま
す
。

比
較
的
若
い
ア
ジ
ア
出
身
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
）
の
司
祭
た
ち
も
共
に
働
く

よ
う
に
な
り
、
普
遍
教
会
の
姿
が
見
え
、
嬉
し

い
一
方
で
、
邦
人
の
教
区
司
祭
の
育
た
な
い
現

状
に
ど
れ
だ
け
の
教
区
民
が
危
惧
の
念
を
抱
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

再
び
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、

主
日
に
は
「
集
会
祭
儀
」
を
信
徒
リ
ー
ダ
ー
が

司
式
し
、
不
定
期
に
巡
回
し
て
く
る
司
祭
が
ミ

サ
を
さ
さ
げ
、
告
解
（
ゆ
る
し
の
秘
跡
）
を
聴

き
、
霊
的
講
話
を
す

る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
も
、

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
よ
う
に
、
優
れ
た
信
徒
リ

ー
ダ
ー
（
例
え
ば
、
米
沢
の
殉
教
者
福
者
ル
イ

ス
甘
糟
右
衛
門
）
が
い
て
可
能
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
教
区
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
く
の
か
、
私
た
ち
は
共
に
祈
り
、
深

く
考
え
る
「
時
」
と
思
い
ま
す
。

主
の
ぶ
ど
う
畑
の
働
き
手
を
ど
こ
に
見
つ
け

る
の
で
す
か
。（
Ｓ
・
Ｂ
）

働
き
手
は
ど
こ
に
い
る

パン種

短
　
歌

岡
前
教
会
　
泉
　
　
克
枝

洗
礼
式
共
に
幸
せ
願
い
つ
つ
神
の
子
と
し
て
新
た

に
な
り
ぬ

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
ソ
チ
風
に
乗
る
飛
行
隊
渦
ま
く
歓
声

輝
く
メ
ダ
ル

出
水
教
会
　
遠
竹
　
睦
郎

電
話
に
て
退
院
し
た
と
わ
れ
に
告
ぐ
ド
イ
ツ
の
神

父
の
健
康
祈
る

大
笠
利
教
会
　
稲
　
　
牛
憲

椀
に
残
る
二
つ
三
つ
の
飯
粒
に
こ
だ
わ
り
指
で
口

に
は
こ
べ
り

俳
　
句

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

晴
れ
や
か
に
日
の
丸
滑
走
ソ
チ
リ
ン
ク

鹿
児
島
市
　
徳
永
ノ
ブ
子

手
を
合
わ
せ
祈
る
心
の
お
だ
や
か
さ

四
旬
節
始
ま
る
け
ふ
の
春
景
色

ゆ
る
や
か
に
物
の
芽
出
ず
る
日
射
し
か
な

奄
美
市
　
林
　
　
常
広

水
清
し
亀
は
し
ゃ
い
で
る
春
の
舞
ひ

霧
島
市
　
政
　
ノ
ブ
子

お
御
堂
に
花
の
香
み
ち
て
四
旬
節

菜
の
花
や
心
晴
れ
晴
れ
朝
の
ミ
サ

純
心
学
園
　
山
頭
　
信
子

春
一
番
椿
お
と
し
て
ル
ル
ド
坂

祈
り
こ
め
ル
ル
ド
の
水
や
手
の
ひ
ら
に

ロ
ウ
バ
イ
や
香
り
を
放
つ
ミ
サ
の
席

文

芸

ア
ジ
ア
青
年
の
祭
典

Ａ
Ｙ
Ｄ
（
テ
ジ
ョ
ン
大
会
）
に
参
加
し
よ
う

毎
月
土
曜
日
の
午
後
に
教

区
本
部
で
学
習
に
精
を
出
す

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
グ
ル
ー

プ
の
名
前
は
ち
ょ
っ
と
重
々

し
く
「
宣
教
学
校
」。

数
年
前
に
「
聖
ア
ン
デ
レ

福
音
宣
教
学
校
」
の
鹿
児
島

開
催
に
尽
力
し
た
久
保
俊
弘

助
祭
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
数
人

の
信
徒
が
社
会
で
福
音
宣
教

す
る
そ
の
方
法
と
情
熱
を
学

習
し
て
い
る
。

こ
の
日
も
祈
り
か
ら
始
ま

り
、
純
心
で
教
鞭
を
と
る
シ

ス
タ
ー
山
内
か
ら
「
信
徒
と

し
て
の
生
き
る
道
」
を
熱
心

に
学
習
し
た
。

こ
れ
が
信
徒
の
生
き
る
道

学
習
し
て
ま
す

＝
宣
教
学
校
＝

マリア山荘黙想会
神の導きをいかにして識別し

神と一致できるか
日　時：5月10日（土）14時〜11日（日）

16時まで
指　導：アムロス神父（イエズス会）
参加費：8000円（部分参加も可能）
問合せ：℡0995（58）2994

マリア山荘セミナー
西郷隆盛を学ぶ（第3回）

テーマ：西郷隆盛とリーダーシップ
日　時：6月29日（日）

⑴記念ミサ（9時30分）
⑵セミナー（11時〜16時）

問合せ：℡0995（58）2994


